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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
ち
ょ
っ
と
待
て
。

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
１
８
５
Ｋ

【
作
者
名
】

　
戯
言
遣
い
の
弟
子

【
あ
ら
す
じ
】

　
え
～
、
読
者
様
。

よ
く
気
付
き
ま
し
た
ね
。

こ
れ
は
隠
し
小
説
で
す
。

の
つ
も
り

ま
ぁ
、
余
り
真
剣
に
読
ま
な
い
で
下
さ
い
。

息
抜
き
程
度
に
読
ん
で
く
だ
さ
い
な
。
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事
実
、
百
パ
ー
セ
ン
ト
。

「
…
…
…
は
ぁ
…
！
」

溜
め
息
が
出
る
。

幸
せ
が
逃
げ
る
？

な
に
そ
れ

「
ど
う
？
驚
い
た
か
に
ゃ
？
」

「
ち
ょ
っ
と
待
て
や
ゴ
ル
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
！
！
！
！
！
！
！
！
！

！
！
！
！
！
」

嗚
呼
…
今
日
も
ま
た
、
疲
れ
る
日
に
成
り
そ
う
だ
…
。

 
 
 
 
 

ち
ょ
っ
と
待
て
。

一
話

？
？
？

「
な
ん
で
お
前
が
此
所
に
居
る
ん
だ
…
！
」

「
お
ぉ
怖
い
」

「
怖
が
っ
て
ね
ぇ
だ
ろ
が
…
！
」

「
ま
ぁ
ま
ぁ
、
落
ち
着
こ
う
よ
。
弧
埜
娜
佐
奈
君
」

こ
の
 

な
さ
か

「
る
せ
ぇ
。
そ
の
名
前
で
呼
ぶ
な
っ
て
ン
だ
ろ
う
が
よ
…
！
」
「
き
ゃ
あ
怖
い
」

「
消
え
ろ
。
」

「
え
～
」

「
死
ね
。
」

「
え
～
」

「
糟
野
郎
が
。
去
ね
。
」

「
…
流
石
に
キ
ズ
付
く
よ
…
？
」

「
な
ん
か
言
っ
た
か
ク
ソ
野
郎
。
」

「
あ
れ
？
泣
き
そ
う
？
」
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「
あ
っ
そ
」

？
？
？

「
母
さ
ん
、
な
ん
で
コ
イ
ツ
が
居
る
の
…
？
」

「
♪
狂
っ
た
人
に
撃
ち
殺
さ
れ
て
～
」

小
２
女
子
の
前
で
そ
の
歌
は
ど
う
だ
ろ
う
。

「
ま
た
…
」

「
ね
ぇ
」

「
鬱
陶
し
い
。
離
れ
ろ
」

「
何
言
っ
て
ん
の
～
高
１
女
子
に
抱
き
つ
か
れ
て
ん
だ
よ
？
」

「
…
は
？
」

う
む
。
我
な
が
ら
ス
ッ
ト
ン
キ
ョ
ウ
な
声
だ
。

い
や
そ
の
前
に
、

女だ
っ
た
の
か
…
！
？

「
…
え
？
も
し
か
し
て
、
知
ら
な
、
か
っ
た
…
？
」

「
…
…
…
」

う
む
。
空
い
た
顎
が
塞
が
ら
な
い
と
は
こ
の
事
か
。

ま
さ
か
体
験
す
る
と
は
な
。

妹
に
教
え
よ
う
。

（
教
え
る
と
空
い
た
『
口
』
が
塞
が
ら
な
い
だ
よ
。
と
突
っ
込
ま
れ
た
。
兄
の

威
厳
が
…
）

「
え
と
、
母
様
？
」

「
何
か
し
ら
？
」

「
「
ナ
ゼ
ニ
オ
シ
エ
テ
ク
レ
ナ
カ
ッ
タ
ノ
デ
ス
？
」
」

デ
ィ
ス
イ
ズ
『
ハ
モ
り
』

「
面
白
い
か
ら
。
」

「
…
眠
っ
て
く
る
」

自
宅
二
階
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「
何
な
ん
だ
…
一
体
…
」

そ
し
て
眠
り
に
就
く
。
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事
実
、
百
パ
ー
セ
ン
ト
。
（
後
書
き
）

「
作
者
、
何
殺
っ
て
や
が
る
？
」

字
が
可
笑
し
い
か
ら
。

「
笑
う
な
」

次
は
娜
佐
奈
が
…
！

「
黙
れ
！
」
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新
事
実
。

「
で
。
お
前
は
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
に
居
る
筈
だ
っ
た
が
？
」

「
う
ん
っ
☆
」

「
…
」

「
ど
し
た
の
？
?
」

「
な
ん
で
！
今
！
こ
こ
に
！
居
る
！
？
」

「
中
退
し
た
か
ら
★
」

「
そ
う
か
。
中
退
か
。
」

「
う
ん
っ
☆
」

「
っ
ざ
け
る
な
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！

！
！
！
」

「
え
～
～
～
～
～
～
～
～
?
」
「
記
号
使
う
な
ぁ
！
」

「
ぶ
～
★
」

「
…
コ
イ
ツ
に
常
識
を
求
め
て
も
無
駄
だ
な
…
」

「
帆
鵜
梓
ち
ゃ
ん
の
方
が
正
し
い
わ
よ
ぅ
」

ほ
う
し

「
い
や
。
コ
イ
ツ
『
ラ
』
か
。
」

「
「
『
ラ
』
は
い
ら
な
い
！
」
」

「
は
い
は
い
。
消
え
ろ
。
バ
カ
二
人
。
」

「
恥
ず
か
し
が
る
な
っ
て
。
何
せ
『
彼
彼
（
彼
氏
彼
女
）
』
じ
ゃ
ん
」
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新
事
実
２

「
誰
が
恋
人
だ
ぁ
！
俺
は
『
女
』
だ
！
」

「
え
！
？
」

「
…
は
？
」

う
む
。
我
な
が
ら
間
の
抜
け
た
声
だ
。

「
そ
う
、
だ
っ
た
の
…
！
？
」
…
…
…
ま
ぁ
、
何
だ
。

「
「
え
～
～
～
～
～
～
～
～
～
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
？
？
？
？
？
？
？
？

？
？
」
」

「
ち
ょ
っ
、
母
さ
ん
言
っ
て
無
か
っ
た
の
！
？
」

「
そ
う
よ
。
知
ら
な
か
っ
た
の
？
」

「
ハ
ハ
ハ
、
ハ
イ
！
男
の
子
だ
っ
た
ら
結
婚
し
よ
う
か
と
思
っ
て
た
ん
で
す
が

！
い
や
女
で
も
同
性
愛
で
も
ど
ん
と
こ
い
で
す
け
ど
い
い
ん
で
す
ケ
ド
ッ
！
」

「
よ
く
ね
ぇ
！
俺
が
よ
く
ね
ぇ
！
」
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新
事
実
２
（
後
書
き
）

本
当
は
で
す
ね
、
純
愛
モ
ノ
の
ハ
ズ
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
…

い
や
、
同
性
愛
が
不
純
で
は
無
い
で
す
が
…

と
に
か
く
頑
張
り
ま
す
！

（
次
は
一
旦
休
憩
し
て
、
キ
ャ
ラ
紹
介
に
し
よ
う
か
と
。
）



9

自
己
（
？
）
紹
介
タ
イ
ム

や
ほ

「
…
何
？
」

「
何
～
？
」

お
お
ぅ
。

ロ
ー
と
ハ
イ
だ
。

よ
し
、
今
度
か
ら
娜
佐
奈
を
『
ロ
ー
』
で
、
帆
鵜
梓
を
『
ハ
イ
』
っ
て
呼
ぼ
う
！

「
病
め
ろ
。
」

？
 

機
嫌
悪
い
ね
。

「
低
血
圧
な
ん
だ
よ
…
っ
つ
ー
か
お
前
作
者
だ
ろ
。
何
で
知
ら
―
―
」

か
ー
ー
ー
！
言
う
な
～
！
禁
句
（
ボ
ク
の
中
で
）
な
ん
だ
！

「
『
ハ
イ
』
は
や
だ
な
～
」

ん
？
 

そ
う
？

「
う
ん
」

じ
ゃ
あ
…

「
良
い
か
ら
逝
く
ぞ
。
え
っ
と
、
先
ず
は
…
俺
！
？
」

弧
埜
 

娜
佐
奈

常
識
人
。

苦
労
人
。

ド
Ｓ
。
…
頑
張
れ
…
！

以
上
、
弧
埜
 

娜
佐
奈
で
し
た

「
…
最
後
、
関
係
無
く
無
く
無
く
無
く
無
く
無
く
な
い
？
」

…
否
定
な
の
か
肯
定
な
の
か
、
僕
に
は
も
う
分
か
ら
な
い
け
ど
ね
…
 

バ
イ
 

い
ー
ち
ゃ
ん
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あ
い
、
お
ふ
ざ
け
は
置
い
と
い
て
、

「
俺
、
少
な
い
な
…
」

関
係
無
い
か
な
ぁ
？

「
「
関
係
無
い
。
」
」

…
ぶ
ー

「
…
次
行
く
ぜ
」

作
者

戯
言
遣
い
の
弟
子

こ
の
小
説
の
作
―
―

「
お
い
！
」

え
？

「
次
は
綟
流
の
出
番
だ
ろ
！
」
…
ち
っ

綟
流
　
帆
鵜
梓

も
じ
る

ほ
う
し

色
々
可
笑
し
い
一
般
人
。

「
可
笑
し
く
無
い
！
」

お
っ
と
失
礼
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…

「
ん
？
 

ど
し
た
？
」

…
や
っ
べ
ぇ
、
他
に
特
徴
が
…
！

「
う
そ
ぉ
！
？
…
ッ
！
 

読
者
様
！
特
徴
、
探
し
て
！
」

切
り
替
え
早
っ
！

…
あ
、
特
徴
発
見
。

「
何
！
？
」

切
り
替
え
が
早
い
。

「
…
グ
ダ
グ
ダ
だ
な
…
じ
ゃ
あ
、
宜
し
く
な
…
」

あ
、
お
い
！

ち
ゃ
ん
と
―
―

ブ
ツ
ン
（
電
源
が
切
れ
る
音
）
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自
己
（
？
）
紹
介
タ
イ
ム
（
後
書
き
）

で
は
、
本
編
入
り
ま
ー
す
。

…
う
ー
、
風
邪
引
い
た
…

で
は
、
本
編
入
り
ま
ー
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

ちょっと待て。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
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に
あ
た
っ
て

http://ncode.syosetu.com/n0185k/

